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第２回まちづくりカフェの結果報告
（令和2年11月 書面での意見・提案募集）
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回数 募集概要 募集テーマ

第２回

【対 象 者】東郷町に在住、在勤、

在学の方
【募集期間】令和２年11月
【回答方法】メール、FAXまたは

役場窓口持参

◆10年後の東郷町のめざす
まちの姿を実現するため
には、どんなコトがある
とよいと思いますか？

◆めざすまちの姿を実現す
るために、私にできるこ
とは何だと思いますか？

第2回まちづくりカフェの内容
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10人の方からご意見・ご提案をいただきました。
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第１回まちづくりカフェの結果を踏まえて６つのまちの姿を設定し、

その中から関心のあるものを選択してご意見・ご提案をいただきました。

10年後の東郷町のめざすまちの姿

まちの姿①：地域交流・多世代交流が盛んなまち（たまり場）

まちの姿②：日本一、子育て・教育が充実するまち（ママカフェも！）

まちの姿③：町民みんなで備える防災・減災に強いまち

まちの姿④：子どもが外で元気いっぱいに遊べるまち（緑・公園）

まちの姿⑤：産業が元気なまち～ららぽーととの共存・発展～

まちの姿⑥：車がなくても移動しやすいまち

まちの姿①～⑥は、
第１回まちづくりカフェの結果
を踏まえて設定したものです。

第2回まちづくりカフェの内容

意見募集
テーマ１

10年後の東郷町のめざすまちの姿「○○○○」を実現するためには、
どんなコトがあるとよいと思いますか。

意見募集
テーマ２

めざすまちの姿「○○○○」を実現するために、私にできることは何だと
思いますか。

※「○○○○」には、まちの姿①～⑥の中から関心のあるものを選択してご回答いただきました。
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 住民参画、住民主体の企画（大袈裟なことではなく小規模なことからコツコツと）。また、それを話し合っ
たり、実施する場所。

 「誰でも、誰かが、誰かの役に立つ」。みんな、なにか活躍できる場があるといい。地域のことを我が事として
考え、楽しむ人たちが集まり始めると、そこは「たまり場」になり、エネルギーが集まり、何かが生まれると思う。
世代、性別、障がいの有無等にかかわらず、自分の存在が認められるような、自分も必要とされると感じら
れるような場があったらよい。

 交流の場では、年齢・性別等様々な人が平等に意見を言える場になっている。

 場が（距離的、頻度的、場所的に）たくさんある。

 お互いがお互いのことを知る機会が多くあること。

 常に誰かと交流できる場がすぐ近くにあること（地域のコミュニティセンターや児童館はすごく良い場所だと
思う）。

 オンライン上でも、もっと人と繋がれるような仕組みがあること。

 みんなにお互い様の意識がある。

 小さな頃から地域で活動することが当たり前になっている。

話し合いの場づくりや一人一人の意識の変化が大事ですね。

まちの姿①「地域交流・多世代交流が盛んなまち」
を実現するためには、どんなコトがあるとよいと思いますか。

第２回まちづくりカフェの結果・テーマ１

参加者の
主な意見
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 子育て中のママが子育てについて学べる場や話せる場が定期的にあるといい（託児つき）。

 生涯学習として乳幼児の親が学べる場、高齢者が学べる場。

 子育て情報誌（公園・利用できる施設、どんなサポートがあるかわかるもの）。

 子育て赤ちゃん～18歳までのそれぞれの世代で利用できること（サポートがあるもの）が一括でわか
るようになればうれしい。困ったことがあったときに相談し、その先につなげてくれるといい。どこに相談すれば
いいかよくわからないときに迷うため。

 図書館の充実（ゆっくり本が読めるスペース・蔵書数の充実・ネットのよる予約や宅配サービス・高齢者が
気楽に読める大きな字の本の充実など） 。

 図書館をもっと充実させる。

 町内の保育園や学校を綺麗でおしゃれなものにする。

子育て中の方が学んだり、情報を入手したりしやすくなること等が求め

られていますね。

まちの姿② 「日本一、子育て・教育が充実するまち」
を実現するためには、どんなコトがあるとよいと思いますか。

第２回まちづくりカフェの結果・テーマ１

参加者の
主な意見
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第２回まちづくりカフェの結果・テーマ１

参加者の
主な意見

 町民全員が防災活動を自分事としてとらえている町になる。消防団に対して、どんな活動をしているのか、
自分たちと同じ立場の人が代わりに動いてくれているんだということを考える町。

 すべての道路が幅員4.0m以上であること。道路幅員が4.0m～5.0mである場合は道路境界沿いに高
いブロック塀を築造しないこと。国道・県道の拡幅・整備。

 公園の充実。

男女のトイレにおむつ替えシートがある。遊具が遊びやすい。草木の手入れがしてある。

 小学生、中学生の意見を聞く機会をつくり、子どもが望む公園にする。

 サッカーや野球に特化した公園をつくる（高いフェンス・サッカーゴール）。

 ブランコの下、鉄棒の下、滑り台の下が、掘れていて水たまりになっていてなかなか乾かないので、マット等が
あるといつでも遊ぶことができる。

まちの姿④「子どもが外で元気いっぱいに遊べるまち」
を実現するためには、どんなコトがあるとよいと思いますか。

参加者の
主な意見

まちの姿③「町民みんなで備える防災・減災に強いまち」
を実現するためには、どんなコトがあるとよいと思いますか。
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 自転車専用道路や歩道の整備。

 歩行者や自転車利用の方のために横断歩道と信号を充実させる（役場の駐車場前の大きな交差点に
信号を設置してほしい）。

 バスの充実。

 地下鉄の駅を東郷町内に作り、地下鉄を走らせる。

 自動運転技術の普及。

 住民の助け合いによる買い物支援や移動支援。

 社会福祉法人に「地域における公益的な取組」として、買い物支援や移動支援を行ってもらう。

 買物支援の視点から、近所の公園やコミセンでのマルシェの開催。高齢者を対象にしたネットショッピン
グをレクチャーする講座の開催。

歩行者・自転車等が通行しやすい道や公共交通の充実をはじめ、地域

での助け合いによる買い物支援や移動支援も大事な取組ですね。

まちの姿⑥「車がなくても移動しやすいまち」
を実現するためには、どんなコトがあるとよいと思いますか。

第２回まちづくりカフェの結果・テーマ１

参加者の
主な意見
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参加者の
主な意見

 交流の場に積極的に参加する。

 色んな人に出会える場に、積極的に参加する。

 自分にできることは何か考え、行動する。

 自分に身近な世代・地域だけではなく、色々な人たちに興味をもつ。

 たまり場などの参加者を増やすために、色々な人を巻き込もうとする。

 各小学校区にある児童館では、子どもたちを中心に地域住民が集まってくるような企画を実施しています。
まだまだ職員主導での企画が多いですが、企画の中で人材発掘ややってみたいことを発掘して、住民主体
の企画をしていきたい。

まちの姿①「地域交流・多世代交流が盛んなまち」
を実現するために、私にできることは何だと思いますか。

参加者の
主な意見

 児童館でのママカフェの継続。学べる場を作る。託児をお願いできるボランティアを募集する。

 母親を巻き込み一緒にやっていく行事を増やすために、まずは何度も足を運んでもらえるようにする。

 児童館PRのためのリーフレット、児童館旅券の見直し、充実。

まちの姿②「日本一、子育て・教育が充実するまち」
を実現するために、私にできることは何だと思いますか。

第２回まちづくりカフェの結果・テーマ２
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 町の防災に関心を持つ。

 役場職員全員が消防団の活動に入団とまではいかなくても、ローテーションで活動に参加する。
一般住民の参加者や見学者を募集する。

まちの姿③「町民みんなで備える防災・減災に強いまち」
を実現するために、私にできることは何だと思いますか。

第２回まちづくりカフェの結果・テーマ２

参加者の
主な意見

 町内にどんな公園があるか調べ、利用できるかどうか確認する。

 移動児童館を行い、ごみを拾ってくる。

まちの姿④「子どもが外で元気いっぱいに遊べるまち」
を実現するために、私にできることは何だと思いますか。

参加者の
主な意見

 気に入った店舗があれば積極的に足を運ぶ。

 どのような店舗が東郷町にあるとよいと思うかなど、自分の意見を伝える。

まちの姿⑤「産業が元気なまち～ららぽーととの共存・発展～」
を実現するために、私にできることは何だと思いますか。

参加者の
主な意見

 車を運転するときは、歩行者や自転車、子どもや高齢者に配慮する。なるべく路上駐車しない。

 移動支援をする側の安全確保や補償制度が整備されたら、できる範囲で協力する。

まちの姿⑥「車がなくても移動しやすいまち」
を実現するために、私にできることは何だと思いますか。

参加者の
主な意見


